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社団法人 東京電機大学校友会

第１１９回 評議員会
第６４回 総 会

日 時 平成２１年５月２３日（土） １３時００分～１４時５０分

場 所 東京電機大学 神田キャンパス７号館１階丹羽ホール

議 案
評議員会
総 会共通 第１号議案 平成２０年度事業報告案承認の件

第２号議案 平成２０年度決算案承認の件並びに監査報告
第３号議案 平成２１年度事業計画案承認の件
第４号議案 平成２１年度予算案承認の件
第５号議案 平成２１・２２年度評議員選出の件

評議員会 第６号議案 理事・監事選出の件

―― ※ ――

講演会
時 間 １５時００分～１６時３０分
場 所 東京電機大学 神田キャンパス７号館１階丹羽ホール
講 師 文部科学省参与・（独）日本原子力研究開発機構シニアアドバイザー

町 末男 殿（工学博士）
演 題 「低炭素社会の実現に向けて―原子力エネルギーの役割―」

懇親会（立食パーティー）
時 間 １６時４５分～１８時１５分
場 所 東京電機大学 神田キャンパス１１号館１７階カシオホール
会 費 無 料

（講師プロフィール）
町 末男（まち すえお）
１９６３年 日本原子力研究所（現・日本原子力研究開発機構）入社
１９６７年 京都大学工学博士
１９８０―８３年 IAEA工業利用・化学課長
１９８３―８６年 日本原子力研究所 企画室次長
１９８６―８８年 日本原子力研究所 高崎研究所 研究部長
１９８８―９１年 日本原子力研究所 高崎研究所所長兼開発部長
１９９１―２０００年 IAEA事務次長
２０００―０３年 日本原子力産業会議常務理事
２００４―０７年 原子力委員会委員
２００７―現在 文部科学省参与・（独）日本原子力研究開発機構シニアアドバイザー
２０００―現在 FNCA〈アジア原子力協力フォーラム〉日本コーディネーター
２０００年 紫綬褒章
２００８年 瑞宝中綬章



（評議員会・総会共通 第１号議案）

平成２０年度事業報告（案）

１．校友会員に対するサービスの充実

これまでの各種サービスを見直し，会員にとっ

て魅力あるサービスの展開を検討し実現を目指し

た。

また，校友会員に対するサービスの基礎となる

通常会員の会員拡張に努めるとともに財政の健全

化を図ることに努めた。

（１）メールアドレス提供の更なる検討

「生涯使用できるメールアドレスの提供」は，

サーバーの維持等に多額の費用を要することか

ら，他の方法を模索していたところ，既存プロバ

イダーを活用したメールシステムの存在が判明し

た。そこで，「卒業生バックアップセンター」に

含まれる同窓会コミュニティ支援との整合性を図

りながら，「メールアドレスの提供」の実現に向

けて更に検討していくこととした。

（２）転職希望者への情報提供サイトの活用推進

転職希望者への情報提供サイト「卒業生バック

アップセンター」を平成２０年３月中旬に一部オー

プンした。このサイトにはコミュニティ支援の機

能が充実されており，同級生検索機能・同級生へ

のメッセージ機能（E–mail利用）・掲示板機能

等がある。

会員登録卒業生は３月末日現在２，８０６名，求人

協力登録企業は１，２２７社である。

（３）会員への斡旋事業

例年同様，会員に対して次の各種斡旋事業を行

なった。

①学園図書館の利用斡旋

②学術図書雑誌の購入斡旋

③法律，特許相談の斡旋

④校友会協定施設の利用斡旋および補助

⑤校友会員限定の特別割引物品の斡旋

（４）ホームページからの加入促進

校友会への加入手続きをインターネットで可能

とし，加入促進を図った。

①校友会ホームページから，即時，カード決裁に

て校友会に入会。

②「認証（本人確認）」の仕組みを持つ「卒業生

バックアップセンター」のホームページからの

入会。

今後，コンビニ決裁についても継続的に検討す

る。

（５）校友会への加入案内の追加送付

この事業を定常業務と位置付け１２月に特定卒業

年度の会費切れの卒業生（約２０，０００人）を対象に

加入案内を追加して送付した結果，３月末日現在の

会員数は３０，０８７人である。

２．校友会活動の活性化

校友会員向けの活動として以下の事業を行っ

た。

（１）支部活動の活性化

県支部，地方支部の活発な活動が校友会の活性

化に繋がるという考えから，県支部，地方支部総

会に校友会の役員が出席し，校友会活動および学

園の近況報告を行うとともに地方会員との交流を

図った。

全国の地方および県支部総会は２７箇所（別表―１）

において開催された。

（２）同窓会活動への支援

例年同様，大学同窓会，中学・高等学校同窓会，

電機学校同窓会の活動に対して，総会への協力は

もとより，日頃から，積極的に支援と協力を行な

った。

（３）職域電機会の活性化と新規設立の勧誘

職域電機会の活性化を目的として事務補助費の

導入を継続検討しているが，本年度は２２の職域電

機会（別表―２）の総会が開催され，その開催時へ

の祝金を昨年度から増額した。

なお，新規設立の勧誘を試みたが，本年度にお

ける職域電機会新規設立は１企業に留まった。

（４）留学生 OBとの連携

学生支援センター（学生厚生担当）の協力のも

と，本学園の留学生で日本に居住している卒業生

と校友会準会員である在学中の留学生との交流会

を開催し，各国の在学生，OBとの交流・親睦を

図った。

（５）校友会組織の基盤に関する検討

組織管理委員会では，県支部を統括する組織体

（ブロック化）を設置することについて協議して

きたが，短絡的に県支部を統括する組織体（ブロ

ック化）を設置するのではなく，その前段として，
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県支部の活動状況等について横断的に意見交換で

きる会議体として「県支部連絡協議会（仮称）」

の設置について全国支部長会に事前調査としてア

ンケートを実施した。

その結果，２９支部（６９．０％）が会議体を情報交

換の場として有効とのことで，今後，その趣旨等

を明確にし，実施可能なところから会議体の設置

を進めることとした。

３．準会員への支援

例年に準じた支援については予定通り実施でき

た。

また，鳥人間コンテストをはじめとするメディ

アへの登場を重点的に支援することを目的とした

「イベント協賛」を実施した。

なお，準会員への支援事業は次のとおりであっ

た。

①クラブ活動補助

学生・生徒の課外活動を支援することから補助

を行った。

②全学行事補助

大学に対しては，合同体育祭，各キャンパス学

園祭，リーダーズキャンプ等に補助を行なった。

中学・高等学校に対しては，体育祭，文化祭，文

化講演会等に補助を行なった。

③卒業式・入学式記念品補助

卒業記念品として，大学には卒業証書挟および

修了証紙筒を，中学・高等学校には学業優秀賞お

よび皆勤賞の副賞を贈呈した。また，入学式記念

品として，学園の全新入学生・生徒に校歌 CDを

贈呈した。

④卒論発表会・就職セミナー等支援

⑤準会員向け工学情報（KJ）発行

就職を希望する学生が持参して，２月に開催され

た就職セミナー（大学と大学同窓会との共催）に

臨める様に，就職特集号の「工学情報（KJ）」を

１２月に発行した。

⑥東京電機大学校友会・新電気奨学金貸付

７名の希望者に奨学金（総額４，５９２千円）を貸

与した。

４．公益法人としての活動

本校友会は，学園の発展に協力すると同時に会

員相互の親睦と研修を図る一方で，社団法人とし

て教育，学術，文化の発展に寄与することを目的

とする公益法人である。そのためには，社会全般

に対する公益事業を積極的に実施することが望ま

れ，本年度については次の講演会・見学会等の開

催・共催を実施した。

（１）公開講演会関係

学園主催による創立１００周年記念公開講演会（高

崎・福岡）の共催を含め，県支部主催による公開

講演会が都合１６箇所（別表―３）で開催され，多く

の一般参加者を含む講演会であった。

（２）見学会関係

校友会，商工懇話会，電機学校同窓会主催の見

学会を含め，県支部主催による見学会が都合６箇

所（別表―４）で開催された。

（３）協賛した事業（４件）

・ME講座 全１０回開催（学園：産官学交流セン

ター主催）

・ロボット工作教室 年１１回開催（高等学校主催）

・修士論文発表会（工学研究科・情報環境学研究

科主催）

・未来科学部開設記念公開講演会「デジタル時代

の大学教育」（未来科学部主催）

５．校友会創立１００周年記念事業

校友会は，明治４２年の発足以来，平成２１年に創

立１００周年を迎える。校友会創立１００周年記念事業

の実施に当たり各委員会を設置し検討を開始し

た。

（１）校友会創立１００周年記念事業・行事（年史，

祝賀会，式典等）の計画を推進した。

記念事業の内容は，①記念式典の挙行，②記念

祝賀会の挙行，③記念誌（年史）およびリクルー

ト情報誌ならびに工学情報創立１００周年特集号の

発行，等を想定し，記念式典・祝賀会の開催期日

を平成２１年１０月１７日（土）とし，会場を「ホテル

グランドパレス」としてその準備を鋭意進めてい

る。

（２）昨年度に引き続き，記念事業に備えて準備

金の積立（２，０００千円）を実施した。積立の総

額は，平成２０年度末で１２，０００千円となった。

（３）生涯使用できる転送メールアドレス提供に

ついて継続して検討している。
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（４）転職希望者への情報提供サイトに留まらず，

卒業生相互のコミュニティにも活用できる「卒

業生バックアップセンター」の卒業生への積極

的な広報と共に，平成２０年度卒業生から全員登

録に着手した。

（５）平成２１年度秋号から工学情報を A４判化す

ることへの具体的検討を開始した。

（６）公益法人制度改革に伴う移行に関する理事・

監事を対象としたセミナー（勉強会）を開催し，

共通認識を持って方向性を検討することとし

た。

６．学園創立１００周年記念事業への協力

（１）卒業生向けの募金活動を校友会総会，支部

総会，全国支部長会や職域電機会会長会等を通

じ，積極的に協力要請を行った。

なお，卒業生の寄付総額は３月末日で２４５，７４０

千円（目標の７０．２％）となった。

（２）学園創立１００周年公開講演会（継続）への共催

昨年に引き続き，学園主催による学園創立１００

周年公開講演会が高崎と福岡の２会場で開催さ

れ，校友会はそれに協力した。

７．学園との連携強化

（１）学生募集の支援

校友会としては，学園が学部・学科を再編成し

教育研究の特色化，個性化をはかり，新しい時代

の社会的要請に応えようと努めていることを踏ま

えて，学園との連携を図り，特に，教職校友会の

協力を得て，推薦入試等で学生募集を支援した。

（２）経営同友会の運営への協力

経営同友会は学園と産業界で活躍されている校

友の方々との間にネットワークを構築し，会員企

業ならびに学園および校友の発展を目指すことを

目的に設立された組織である。

校友会では，学園と校友との連携の重要性を鑑

みて，経営同友会の企画・運営するイベントに協

力した。

以上

別表―１：支部総会の開催状況

日 付 支部名 日 付 支部名 日 付 支部名

４月２０日 富山県支部 ８月２３日 新潟電機会 １１月９日 福岡県支部

５月３１日 埼玉県支部 １０月５日 宮城県支部 １１月１５日 香川県支部

５月３１日 山形県支部 １０月１２日 群馬県支部 １１月１５日 長崎県支部

６月７日 神奈川県支部 １０月１８日 佐賀県支部 １１月２２日 長野県支部・山梨県支部

６月７日 三重県支部 １０月２５日 沖縄県支部 １１月２２日 鹿児島県支部

６月１４日 千葉県支部 １１月１日 岩手県支部 １２月６日 山陰支部

６月１５日 岐阜県支部 １１月２日 福島県支部 １２月１３日 宮崎県支部

７月１２日 茨城県支部 １１月８日 新潟県央電機会 １月２４日 愛媛県支部

８月２日 青森県支部 １１月８日 愛知県支部 ３月１４日 山陽支部

別表―２：電機会総会の開催状況
日 付 電機会名 日 付 電機会名 日 付 電機会名

４月１９日 商工懇話会春季総会 ６月２８日 東管支部 １１月２８日 川北電気工業電機会

５月２３日 東光電気工事電機会 ７月７日 東管支部東京南電機会 １２月４日 東管支部東京南電機会

６月４日 東管神奈川電機会 ７月１２日 教職校友会神奈川支部 １２月１８日 東洋熱工業電機会

６月５日 関電工電機会 ９月１２日 大成建設電機会 １２月２７日 東管支部千葉電機会

６月２０日 日本電波工業電機会 １０月３日 商工懇話会秋季総会 １月１７日 電磁電機会

６月２１日 教職校友会東京支部 １１月２０日 民間放送校友会 ３月７日 三菱電機会

６月２１日 教職校友会埼玉支部 １１月２３日 錦央電機会

６月２１日 教職校友会 １１日２６日 東管支部東京北電機会
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別表―３：公開講演会の開催状況

日 付 演 題 講 師 主 催

４月２０日 「住まいのクリニックセミナー」地震に自信を。 今川憲英教授 富山県支部

５月２４日 「インターネットの発展と大学の関わり」 脇英世教授 校友会

５月３１日 再生医療による超長寿社会の可能性 小谷誠教授 埼玉県支部

５月３１日 地球温暖化と省エネルギー 安西和夫氏 山形県支部

６月７日 継続は力！ 須田毅氏 神奈川県支部

６月１４日 社会で活躍できる脳細胞を育てよう 小谷誠教授 千葉県支部

６月１５日 “雷はへそをめがけてやってくる” 澤栗裕二氏 岐阜県支部

７月１２日
「新しい医療を支える医療機器のはなし―工学技術
の医療への挑戦―」

舟久保昭夫教授 神奈川県支部

７月１２日 制御工学の歴史と発展 古田勝久教授 茨城県支部

１０月５日 「地震被害想定に含まれない地震災害について」 安田進教授 埼玉県支部

１０月５日
自動車と電子情報―先進の環境仕様と安全性能に応
用

星野洋教授 宮城県支部

１０月１２日 フォーミュラ SAEプロジェクトの紹介 小平和仙助手 学園主催・校友会共催

１１月１日 石川啄木＆宮沢賢治の今日的意義 照井卿史氏 岩手県支部

１１月２日 世の中の IT活用状況について 鈴木義伯氏 福島県支部

１１月９日 もうひとつの GPS―規格と標準について 大園成夫教授 学園主催・校友会共催

１１月２２日
エコエネルギー発電を支えるパワーエレクトロニク
ス技術

飯田祥二教授 長野県支部・山梨県支部

別表―４：見学会の開催状況
日 付 場 所 参加者 主 催

９月２６日 海上自衛隊潜水医学実験見学研修会 ３５名 校友会

１０月１９日 ペリー記念館・京急油壷マリンパーク ６８名 電機学校同窓会

１１月２５日 横浜市資源環境局 金沢工場及び金沢資源選別センター ３５名 神奈川県支部

２月２７日 シャープハイテクノロジーホール幕張 ３４名 千葉県支部

３月２９日
家族ぐるみ見学会―称名寺・金沢文庫・横浜八景島シーパラダ
イス―

９０名 商工懇話会

３月３０日 鉄道博物館見学研修会 ４０名 東管支部
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（評議員会・総会共通 第２号議案）

平成２０年度決算案承認の件並びに監査報告

平成２０年度収支計算書
（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）

一 般 会 計

収 入 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

１．会 費 収 入
通常会員会費収入
予納会員会費収入

２．運 用 財 産 収 入
受取利息配当金収入
預託金運用収入

３．寄 付 金 収 入
広告寄付金収入
その他寄付金収入

４．雑 収 入
見学・講演会収入
そ の 他 収 入

７７，０００，０００

１４，０００，０００
６３，０００，０００
１０，４００，０００

４００，０００
１０，０００，０００
４，６５０，０００

４，０００，０００
６５０，０００
５１０，０００

５００，０００
１０，０００

７５，８２０，０００

１２，８２０，０００
６３，０００，０００
１０，７０２，４５８

７０２，４５８
１０，０００，０００
４，９８２，６５０

４，３７１，０００
６１１，６５０
１０２，３００

９３，０００
９，３００

１，１８０，０００

１，１８０，０００
０

△３０２，４５８

△３０２，４５８
０

△３３２，６５０

△３７１，０００
３８，３５０
４０７，７００

４０７，０００
７００

当 期 収 入 合 計 ９２，５６０，０００ ９１，６０７，４０８ ９５２，５９２

前期繰越収支差額 ３２，４５１，９７２ ３２，４５１，９７２ ０

収 入 合 計 １２５，０１１，９７２１２４，０５９，３８０ ９５２，５９２

（単位：円）

支 出 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

１．事 業 費
会 報 発 行 費
名 簿 管 理 費
Web 情報発信サービス
支 部 援 助 費
そ の 他 事 業 費
同 窓 会 援 助 費

２．管 理 費
給 与 手 当
委 託 費
慶 弔 費
旅 費 交 通 費
会 議 費
通 信 運 搬 費
印 刷 製 本 費
賃 借 料
消 耗 品 費
雑 費

３．特定資産繰入支出
校友会１００周年積立支出
事業積立特定資産繰入支出

４．予 備 費

６７，１０５，０００

２８，４６０，０００
５，６８５，０００
２，６８０，０００
１５，５００，０００
３，５００，０００
１１，２８０，０００
３０，５６８，０００

６，４００，０００
９，５００，０００
４００，０００
１５０，０００
６，３３０，０００
３，０００，０００
２００，０００
１，４８８，０００
２，３００，０００
８００，０００
２，０００，０００

２，０００，０００
０

２，０００，０００

６２，１９２，７５１

２９，１２６，７１５
３，９０６，６４５
１，１４９，５４０
１４，１７２，９８１
１，６４４，８７０
１２，１９２，０００
２６，１６６，９３１

６，６１１，０２０
８，３４３，４１６
２５７，２５０
７８，３１０

４，２９７，７６８
２，６６４，７４４
１８０，７０５
１，０３５，４７１
１，９３０，３３９
７６７，９０８
２，０７５，７０５

２，０００，０００
７５，７０５

０

４，９１２，２４９

△ ６６６，７１５
１，７７８，３５５
１，５３０，４６０
１，３２７，０１９
１，８５５，１３０
△ ９１２，０００
４，４０１，０６９

△ ２１１，０２０
１，１５６，５８４
１４２，７５０
７１，６９０

２，０３２，２３２
３３５，２５６
１９，２９５
４５２，５２９
３６９，６６１
３２，０９２

△ ７５，７０５

０
△ ７５，７０５
２，０００，０００

当 期 支 出 合 計 １０１，６７３，０００ ９０，４３５，３８７ １１，２３７，６１３

当 期 収 支 差 額 △９，１１３，０００ １，１７２，０２１△１０，２８５，０２１

次期繰越収支差額 ２３，３３８，９７２ ３３，６２３，９９３△１０，２８５，０２１

期首残高 増 加 減 少 期末残高

準会員学校預託金 １２６，１３８，４００ ６７，３６８，０００ ６６，０２４，０００ １２７，４８２，４００

正会員学校預託金 ４９０，６１６，６５６ ６０，０２４，０００ ６３，０００，０００ ４８７，６４０，６５６

学校預託金の内訳
（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）

（単位：円）
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一 般 会 計 （単位：円）

科 目 金 額

Ⅰ．資産の部
１．流動資産
現金預金
立替金
未収入金

３４，７２９，６４０
１３８，６００
１１０，０００

流動資産合計
２．固定資産
基本財産
金銭信託預金 ２，０００，０００

３４，９７８，２４０

基本財産合計 ２，０００，０００

４，９１４，３６８
△４，５８０，７２９
１２７，４８２，４００
４８７，６４０，６５６
４２，０６９，７０５
３２，２００，０００
１２，０００，０００
２，４３０，８３０

７０４，１５７，２３０

その他の固定資産
器具備品
器具備品減価償却累計額
準会員学校預託金
正会員学校預託金
事業積立特定資産
通常会員会費特定資産
校友会１００周年積立金
有価証券
その他の固定資産合計
固定資産合計
資産合計

７０６，１５７，２３０
７４１，１３５，４７０

Ⅱ．負債の部
１．流動負債
未払費用
源泉預り金

１，３２４，２４７
３０，０００

流動負債合計
２．固定負債
準会員前受金
正会員前受金

１２７，４８２，４００
４８７，６４０，６５６

１，３５４，２４７

固定負債合計 ６１５，１２３，０５６
負債合計

Ⅲ．正味財産の部
正味財産
（うち基本金）
（うち当期正味財産増加額）

６１６，４７７，３０３

１２４，６５８，１６７
（２，０００，０００）
（３，１２８，８８５）

負債及び正味財産合計 ７４１，１３５，４７０

（第２号議案関連）

貸借対照表
（平成２１年３月３１日現在）
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一 般 会 計

増 加 原 因 の 部
科 目 金 額

会費収入
通常会員会費収入
予納会員会費収入
運用財産収入
受取利息配当金収入
預託金運用収入
寄付金収入
広告寄付金収入
その他寄付金収入
雑収入
見学・講演会収入
その他収入

７５，８２０，０００
１２，８２０，０００
６３，０００，０００
１０，７０２，４５８
７０２，４５８

１０，０００，０００
４，９８２，６５０
４，３７１，０００
６１１，６５０
１０２，３００
９３，０００
９，３００

増加原因の部合計 ９１，６０７，４０８

（単位：円）

減 少 原 因 の 部
科 目 金 額

事業費
会報発行費
名簿管理費
支部援助費
その他事業費
同窓会援助費
Web情報発信サービス
管理費
給与手当
委託費
慶弔費
旅費交通費
会議費
通信運搬費
印刷製本費
賃借料
消耗品費
雑費
減価償却額

６２，１９２，７５１
２９，１２６，７１５
３，９０６，６４５
１４，１７２，９８１
１，６４４，８７０
１２，１９２，０００
１，１４９，５４０
２６，１６６，９３１
６，６１１，０２０
８，３４３，４１６
２５７，２５０
７８，３１０

４，２９７，７６８
２，６６４，７４４
１８０，７０５

１，０３５，４７１
１，９３０，３３９
７６７，９０８
１１８，８４１

減少原因の部合計 ８８，４７８，５２３
当期正味財産増加額 ３，１２８，８８５
前期繰越正味財産額 １２１，５２９，２８２
期末正味財産合計額 １２４，６５８，１６７

（第２号議案関連）

正味財産増減計算書
（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）

財 産 目 録
（平成２１年３月３１日現在）

一 般 会 計

資 産 の 部
科 目 金 額

Ⅰ 基本財産
住友信託銀行貸付信託

Ⅱ 運用財産
１．流動資産
�現金預金
�立替金
�未収入金
２．固定資産
�学校預託金
準会員学校預託金
正会員学校預託金
�事業積立特定資産
�通常会員会費特定資産
�校友会１００周年積立金
�器具備品
�有価証券

２，０００，０００
２，０００，０００

７３９，１３５，４７０
３４，９７８，２４０
３４，７２９，６４０
１３８，６００
１１０，０００

７０４，１５７，２３０
６１５，１２３，０５６
１２７，４８２，４００
４８７，６４０，６５６
４２，０６９，７０５
３２，２００，０００
１２，０００，０００
３３３，６３９

２，４３０，８３０
資 産 合 計 ７４１，１３５，４７０

（単位：円）

負 債 の 部
科 目 金 額

Ⅰ 流動負債
�未払費用
�源泉預り金

Ⅱ 固定負債
�学校預託金
準会員前受金
正会員前受金

１，３５４，２４７
１，３２４，２４７
３０，０００

６１５，１２３，０５６
６１５，１２３，０５６
１２７，４８２，４００
４８７，６４０，６５６

負 債 合 計 ６１６，４７７，３０３
正 味 財 産 １２４，６５８，１６７
負 債 正 味 財 産 合 計 ７４１，１３５，４７０

監査結果

平成２０年度予算執行状況，財産の保全と運用状況，会

計処理状況を経理帳簿，証憑，銀行帳簿，有価証券等に

より実査した結果，平成２０年度予算は，適正かつ正確に

運用されていることを確認しました。

平成２１年４月１７日

監事 峯 澤 意 卓 �
阿 久 津 功 �
窪 田 輝 巳 �
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（第２号議案関連）

平成２０年度収支計算書
（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）

準会員事業基金特別会計

収 入 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

１．運用財産収入
２．奨学金返済収入
３．預託金繰入収入

１１，０００，０００

４，０００，０００

６，０００，０００

１１，０４３，１７２

３，５７５，３１４

６，０００，０００

△４３，１７２

４２４，６８６

０

当 期 収 入 合 計 ２１，０００，０００ ２０，６１８，４８６ ３８１，５１４

前期繰越収支差額 １９，６９８，５６９ １９，６９８，５６９ ０

収 入 合 計 ４０，６９８，５６９ ４０，３１７，０５５ ３８１，５１４

（単位：円）

支 出 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

１．事業費
クラブ活動補助費
全学行事補助費
卒入学記念品費
卒論発表会・就職セミナー
工学情報分担金
イベント協賛援助金

２．管理費
雑費
３．奨学金貸付支出
４．特定資産繰入支出
５．予備費

１５，８００，０００

４，３５０，０００
４，３５０，０００
２，８００，０００
３００，０００
２，０００，０００
２，０００，０００
１００，０００

１００，０００
５，５００，０００

１０，１００，０００

１，４００，０００

１２，３０８，７４３

３，７９９，１９２
３，４９２，１９９
２，７３０，７４２
７５，０００

１，５１１，６１０
７００，０００
５１，５０４

５１，５０４
４，５９２，０００

１０，０９３，２６８

０

３，４９１，２５７

５５０，８０８
８５７，８０１
６９，２５８
２２５，０００
４８８，３９０
１，３００，０００
４８，４９６

４８，４９６
９０８，０００

６，７３２

１，４００，０００

当 期 支 出 合 計 ３２，９００，０００ ２７，０４５，５１５ ５，８５４，４８５

当 期 収 支 差 額 △１１，９００，０００△６，４２７，０２９ △５，４７２，９７１

次期繰越収支差額 ７，７９８，５６９ １３，２７１，５４０ △５，４７２，９７１

準会員事業基金特別会計 （単位：円）

科 目 金 額
Ⅰ．資産の部
１．流動資産

現金預金 １４，３０５，４０６
流動資産合計

２．固定資産
その他の固定資産
奨学貸付金
準会員事業基金
その他の固定資産合計

１４，３０５，４０６

２１，４５１，２１８
９４，７８５，５２２
１１６，２３６，７４０

固定資産合計 １１６，２３６，７４０
資産合計 １３０，５４２，１４６

Ⅱ．負債の部
１．流動負債

未払費用 １，０３３，８６６
流動負債合計

２．固定負債
１，０３３，８６６

０
負債合計 １，０３３，８６６

Ⅲ．正味財産の部
正味財産
（うち当期正味財産増加額）

１２９，５０８，２８０
（４，６８２，９２５）

負債及び正味財産合計 １３０，５４２，１４６

貸借対照表
（平成２１年３月３１日現在）

正味財産増減計算書
（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）

準会員事業基金特別会計 （単位：円）

科 目 金 額
Ⅰ．増加原因の部
運用財産収入
基金利息収入
預託金運用収入
預託金繰入収入
増加原因の部合計

Ⅱ．減少原因の部
事 業 費
クラブ活動補助費
全学行事補助費
卒入学記念品費
卒論発表会・就職セミナー
工学情報分担金
イベント協賛援助費
管 理 費
雑 費
減少原因の部合計

１１，０４３，１７２
１，０４３，１７２
１０，０００，０００
６，０００，０００
１７，０４３，１７２

１２，３０８，７４３
３，７９９，１９２
３，４９２，１９９
２，７３０，７４２
７５，０００

１，５１１，６１０
７００，０００
５１，５０４
５１，５０４

１２，３６０，２４７
当期正味財産増加額 ４，６８２，９２５
前期繰越正味財産額 １２４，８２５，３５５
期末正味財産合計額 １２９，５０８，２８０
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（評議員会・総会共通 第３号議案）

平成２１年度事業計画（案）

学園は，長年の懸案であった神田キャンパス再

整備計画を発展的に解決する方策として，足立区

北千住への新キャンパス創設（「新東京キャンパ

ス（仮称）」）を決定した。この新東京キャンパス

（仮称）創設事業は，学園の施設設備等のハード

面の強化を実現するのみではなく，学園の理念や

新たな東京電機大学の教育・研究を柱とするグラ

ンドデザインを具現化する，学園の中長期計画に

おける中核事業となる。

社団法人東京電機大学校友会（以下「校友会」

という。）は学園に対する最大の支援組織として，

学園創立１００周年宣言の「東京電機大学人の基本

姿勢」を尊重し，学園の活動の礎（指針）を最大

限支援するものとする。

とりわけ平成２１年度は，電機学校同窓会を起源

とする校友会が創立１００周年を迎え，学園と共に

新たなる１００年への船出と位置付け，国の公益法

人制度改革に伴う新法人への移行を睨み，今後に

おける確固たる校友会を構築することを目的とし

て，本事業計画を策定する。

１．校友会員に対するサービスの充実

校友会員に対する各種サービスをこれまで以上

に検証し，会員にとって時代に即した更なる魅力

あるサービスが展開できるよう鋭意検討し実現を

目指す。

なお，校友会員に対するサービスの基礎となる

通常会員の増強について，引き続き会員拡張に努

めるとともに財政の健全化を図る。

（１）生涯使用できる転送メールアドレス提供の

継続的検討

「生涯使用できる転送専用メールアドレスの提

供」は技術的には可能であることが判明している

が，校友会独自で運用する場合，サーバーの維持

等多額の費用を要することから，「卒業生バック

アップセンター（就転職支援＋同窓会コミュニテ

ィ支援）」（後述）の「校友との連絡を取りやすく

する（E–mail利用）機能」と「転送専用メール

アドレス」の整合性を整理したうえで，転送メー

ルアドレスを独立したシステムとして構築するか

どうかを含め，検討を継続する。

（２）卒業生バックアップセンターへの卒業生登

録の推進

転職希望者への情報提供サイトの設置を端緒と

した「卒業生バックアップセンター」は，就転職

支援機能のみならず卒業生相互のコミュニティ機

能を有している。この機能を積極的に活用するこ

とにより校友会員の拡大に繋がることが期待でき

る。

準会員事業基金特別会計

資 産 の 部
科 目 金 額

Ⅰ 運用財産
１．流動資産
�現金預金
２．その他の固定資産
�奨学金貸付 ６２名
�準会員事業基金

１４，３０５，４０６
１４，３０５，４０６
１１６，２３６，７４０
２１，４５１，２１８
９４，７８５，５２２

資 産 合 計 130,542,146

（単位：円）

負 債 の 部
科 目 金 額

Ⅰ 流動負債
未払費用 １，０３３，８６６

正 味 財 産 １２９，５０８，２８０
負 債 正 味 財 産 合 計 １３０，５４２，１４６

（第２号議案関連）

財産目録
（平成２１年３月３１日現在）

監査結果

平成２０年度予算執行状況，財産の保全と運用状況，会計

処理状況を経理帳簿，証憑，銀行帳簿，有価証券等により

実査した結果，平成２０年度予算は，適正かつ正確に運用さ

れていることを確認しました。

平成２１年４月１７日

監事 峯 澤 意 卓 �
阿 久 津 功 �
窪 田 輝 巳 �
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積極的な広報を行い，卒業生の登録増加の推進

に傾注したい。

（３）会員への斡旋事業

例年同様，次の斡旋事業を展開する。

①学園図書館の利用斡旋

②学術図書雑誌の購入斡旋

③法律，特許相談の斡旋

④校友会協定施設の利用斡旋および補助

⑤校友会員限定の特別割引物品の斡旋

なお，会員が出張等で上京の折，神田周辺で廉

価で手軽に利用できるホテルを斡旋するようなシ

ステム構築の事業展開を検討したい。

（４）ホームページからの加入促進の積極的広報

の実施

校友会ならびに卒業生バックアップセンターの

ホームページから，即時，カード決済にて校友会

費を納入し，校友会に入会ならびに継続できるこ

とが可能となった。

これを積極的に広報し，会員拡張に繋げたい。

併せて，ホームページから支払い用紙を自身で

出力し，コンビニで校友会費を支払いできるシス

テムについても継続的に検討する。

２．校友会活動の活性化

校友会員向けの活動として，例年同様次の事業

を行う。

（１）支部活動の活性化

県支部，地方支部の活発な活動が校友会の活性

化に繋がるという考えから，県支部，地方支部総

会に校友会の役員が出席し，校友会活動および学

園の近況報告を行うとともに地方会員との交流を

図り支部活動を支援する。

なお，校友会創立１００周年記念事業（記念式典・

祝賀会）の実施に当たり，各支部からの積極的な

参加に期待するところである。このため，支部か

らの参加促進を目的として，片道交通費３名分を

事務経費に上乗せする。

また，東京都支部設立については，改めて検討

に着手し始めたところである。

（２）同窓会活動への支援

大学同窓会，中学・高等学校同窓会，電機学校

同窓会の活動に対し，例年同様に，支援ならびに

協力をする。

とりわけ，電機学校同窓会創立１００周年記念特

別定期総会ならびに高等学校創立７０周年記念事業

に対して積極的に支援を行う。

（３）職域電機会の活性化と新規設立の誘導

職域電機会の設立について，機会ある度に企業

に対して要請を行っているがなかなか実を結ばな

い現状がある。しかしながら，職域電機会への積

極的な活動を支援することは，県支部との緊密な

連携および会員相互の親睦を深めることにも繋が

ると理解し不断の努力を続ける。

（４）留学生 OBとの連携

昨年度に引き続き，これを通じて，留学生が校

友会に対する関心と理解を深めると同時に，海外

支部の拠点作りの準備と学園への帰属意識の高揚

を図りたい。

（５）県支部連絡協議会（仮称）の設置に向けて

の推進

組織管理委員会では，県支部を統括する組織体

（ブロック化）を設置することについて協議して

きたところであるが，いっきに県支部を統括する

組織体（ブロック化）を設置するのではなく，そ

の前段として，県支部の活動状況等について横断

的に意見交換できる会議体として「県支部連絡協

議会（仮称）」の設置を目指す。

３．準会員への支援

校友会では，例年，準会員である学園の学生・

生徒に対して数多くの支援を行っており，今後も

その体制は継続していく所存である。

とりわけ，平成２１年度は鳥人間コンテストが実

施取り止めとなったことから，本学が主催となり

北千住で開催が予定される IDCロボットコンテ

ストに対して，「イベント協賛援助」として支援

したい。

なお，例年実施している準会員への支援事業は

次のとおりである。

①クラブ活動補助

②全学行事補助

③卒業式・入学式記念品補助

④卒論発表会・就職セミナー等支援

⑤準会員向け工学情報（KJ）発行

⑥東京電機大学校友会・新電気奨学金貸付

⑦イベント協賛援助
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NHKロボットコンテスト等メディアを介して

学園の広報活動に繋がるようなイベントを支援す

る。

４．公益法人としての活動と今後の課題

本校友会は，学園の発展に協力すると同時に，

会員相互の親睦と研修を図る一方で，社団法人と

して社会一般への教育，学術，文化発展に寄与す

ることを目的とする公益法人である。

しかしながら，国の公益法人制度改革に伴う新

法人への移行が余儀なくされ，平成２５年１１月３０日

までに移行手続きを完了しなければならない。

このため，公益法人制度改革に伴う移行に関す

る理事・監事を対象としたセミナー（勉強会）を

開催し，共通認識の維持に着手したところであり，

今後とも検討を深化する必要がある。

なお，現在の特例民法法人としての公益事業は

次のとおりである。

①公開講演会の主催，共催，後援（地方会場での

開催を含む）

②見学会の主催，共催，後援

③学園主催の公開講座（ME講座，マセマティカ

講座，ロボット製作講座等）の協賛

④大学院博士・修士論文発表会協賛

⑤その他事業への支援

５．校友会創立１００周年記念事業

校友会は，明治４２年の電機学校同窓会発足以来，

いよいよ平成２１年１０月２１日に創立１００周年を迎え

る。その記念事業として以下の事業を実施する。

（１）校友会創立１００周年記念式典・記念講演会・

記念祝賀会を平成２１年１０月１７日（土）にホテル

グランドパレスにおいて挙行する。

（２）記念誌（年史）およびリクルート情報誌な

らびに工学情報創立１００周年特集号を発行する。

（３）校友会創立１００周年にあたり，新東京キャン

パスでの準会員の環境充実を目的として校友会

より学園に寄付を行う。

（４）工学情報の秋号を１００周年記念特集号と位置

付け，この号から工学情報を A４判化する。

（５）公益法人制度改革に伴う移行手続きの検討

と推進ならびに一般会計と準会員事業基金会計

の一本化への検討および新会計基準への移行を

推進する。

（６）その他新規事業の検討

６．新東京キャンパス（仮称）創設への協力

学園は，長年の懸案であった神田キャンパス再

整備計画を発展的に解決する方策として，足立区

北千住への新キャンパス創設（「新東京キャンパ

ス（仮称）」）を決定し，平成２４年４月に新キャン

パスを開設する。

学園における記念事業募金もその姿を変え，募

金期間が延長されることから，今後とも，下記の

事業を行うとともに，卒業生に課せられた寄付金

の目標達成に協力する。

（１）新東京キャンパス（仮称）創設事業が遂行

できるように，卒業生向けの募金活動を校友会

総会，支部総会，全国支部長会や職域電機会会

長会等を通じ，引き続き積極的に協力要請を行

う。

（２）学園創立１００周年公開講演会（継続）への共催

昨年，学園主催による学園創立１００周年公開講

演会を仙台と福岡の２会場で開催し校友会はこれ

を共催した。学園では，平成２１年度も同程度の開

催を予定しており，校友会はこれに協力する。

また，公開講演会の開催に合わせて地方および

県支部総会を開催することを働き掛け，卒業生に

対し学園創立１００周年記念募金活動への協力を要

請する。

７．学園との連携強化

（１）学生募集の支援

学園発展のために，学園の様々な活動に対して

側面からバックアップする所存であるが，とりわ

け学生募集の支援に力を入れたい。

学園が学部・学科を再編成し教育研究の特色

化，個性化をはかり，新しい時代の社会的要請に

応えようと努めているところであり，校友会とし

ては，そのような現状を踏まえて，学園との更な

る連携を図り，教職校友会ならびに地方支部への

広報活動を通じ学生募集を支援する。

（２）経営同友会の運営への協力

経営同友会は学園と産業界で活躍されている校

友の方々との間にネットワークを構築し，会員企

業ならびに学園および校友の発展を目指すことを
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目的に設立された組織である。

校友会では，学園と校友との連携の重要性を鑑

みて，経営同友会の企画・運営するイベントに協

力する。

以 上

（評議員会・総会共通 第４号議案）

平成２１年度予算（案）

平成２１年度一般会計収支予算書（案）
（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）

収 入 の 部
科 目 予 算 額 前年度予算額 差 異

１．会費収入
通常会員会費収入
予納会員会費収入
２．運用財産収入
受取利息配当金収入
預託金運用収入
３．寄付金収入
広告寄付金収入
そ の 他 収 入

４．雑収入
見学・講演会収入
補助金収入
祝金・その他収入
５．特定資産取崩収入
事業積立金特定資産取崩収入
校友会100周年積立金取崩収入

６．準会員会計繰入収入
準会員会計繰入収入

６７，５００，０００

１０，０００，０００
５７，５００，０００
５，４００，０００

４００，０００
５，０００，０００
８，０００，０００

７，４００，０００
６００，０００

１０，５６０，０００

５００，０００
１０，０００，０００
６０，０００

２２，０００，０００

１０，０００，０００
１２，０００，０００
５０，０００，０００

５０，０００，０００

７７，０００，０００

１４，０００，０００
６３，０００，０００
１０，４００，０００

４００，０００
１０，０００，０００
４，６５０，０００

４，０００，０００
６５０，０００
５１０，０００

５００，０００
０

１０，０００
０

０
０
０

０

△９，５００，０００

△４，０００，０００
△５，５００，０００
△５，０００，０００

０
△５，０００，０００
３，３５０，０００

３，４００，０００
△５０，０００

１０，０５０，０００

０
１０，０００，０００
５０，０００

２２，０００，０００

１０，０００，０００
１２，０００，０００
５０，０００，０００

５０，０００，０００

当期収入合計 １６３，４６０，０００ ９２，５６０，０００ ７０，９００，０００

前期繰越収支差額 ３３，６２３，９９３ ３２，４５１，９７２ １，１７２，０２１

収 入 合 計 １９７，０８３，９９３１２５，０１１，９７２ ７２，０７２，０２１

期首残高 増加 減少 期末残高

準会員会費学校預託金 １２７，４８２，４００ ６８，０００，０００ ６６，０００，０００ １２９，４８２，４００

正会員会費学校預託金 ４８７，６４０，６５６ ６０，０００，０００ ５７，５００，０００ ４９０，１４０，６５６

学校預託金の内訳
（平成２１年３月末日参照）

（単位：円）

支 出 の 部
科 目 予 算 額 前年度予算額 差 異

１．事 業 費
会 報 発 行 費
名 簿 管 理 費
Web情報発信サービス
支 部 援 助 費
その他事業費
同窓会援助費
２．管 理 費
給 料 手 当
委 託 費
慶 弔 費
旅 費 交 通 費
会 議 費
通 信 運 搬 費
印 刷 製 本 費
賃 借 料
消 耗 品 費
雑 費
３．特定資産繰入支出
校友会100周年積立金繰入支出
４．寄付金支出

東京千住キャンパス創設事業寄付金支出
５．予 備 費

１１０，９２４，０００

４４，０８０，０００
４，７００，０００
３，６３０，０００
１９，２５０，０００
２４，９００，０００
１４，３６４，０００
２１，５７６，０００

２，３００，０００
５，９００，０００
４００，０００
１５０，０００
５，４９０，０００
３，０００，０００
２００，０００
１，５３６，０００
１，８００，０００
８００，０００

０

０
５０，０００，０００

５０，０００，０００
２，０００，０００

６７，１０５，０００

２８，４６０，０００
５，６８５，０００
２，６８０，０００
１５，５００，０００
３，５００，０００
１１，２８０，０００
３０，５６８，０００

６，４００，０００
９，５００，０００
４００，０００
１５０，０００
６，３３０，０００
３，０００，０００
２００，０００
１，４８８，０００
２，３００，０００
８００，０００
２，０００，０００

２，０００，０００
０

０
２，０００，０００

４３，８１９，０００

１５，６２０，０００
△９８５，０００
９５０，０００
３，７５０，０００
２１，４００，０００
３，０８４，０００
△８，９９２，０００

△４，１００，０００
△３，６００，０００

０
０

△８４０，０００
０
０

４８，０００
△５００，０００

０
△２，０００，０００

△２，０００，０００
５０，０００，０００

５０，０００，０００
０

当 期 支 出 合 計 １８４，５００，０００１０１，６７３，０００ ８２，８２７，０００

当 期 収 支 差 額 △２１，０４０，０００ △９，１１３，０００ △１１，９２７，０００

次期繰越収支差額 １２，５８３，９９３ ２３，３３８，９７２ △１０，７５４，９７９

支 出 合 計 １９７，０８３，９９３１２５，０１１，９７２ ７２，０７２，０２１

（単位：円）
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①同窓会
並びに電機会

②理事会 備考

推薦母体数 ９２件 １件

回
答
数

総 数 ４６件 １件
理事１０名，
監事１名

候補者指名 １０件 １件

理事会一任 ４６件 ……

（評議員会・総会共通 第５号議案）

平成２１・２２年度評議員選出の件

別紙資料「平成２１・２２年度評議員候補者（案）」

参照。

（評議員会 第６号議案）

理事・監事選出の件

【定款第１３条第１項第一号理事】

１．候補者の推薦は，定款施行細則第３条の定め

るところにより以下のとおり

①同窓会並びに支部・電機会

②理事会

２．推薦状況

３．第６３４回定例理事会（平成２１年４月２１日開催）

決定事項

候補者は，監事改選については定数どおり１名

であるが，理事改選については定数を上回ったた

め，慎重審議の結果，評議員会には下記のとおり

提案することを決定した。

（第４号議案関連）

評議員会における理事・監事の選出について

①候補者各位の心情を配慮し，氏名は公表せず

人数のみとする。

②理事・監事選考委員会を設置し，当委員会に

選考を委ね，その結果を評議員会に報告し承

認を得る。

③理事・監事選考委員会の構成は，次のとおり

とする。

各校（大学・短大，中学・高等学校，電機学

校）卒業生より各々２名，並びに評議員会議

長，理事長，常務理事の合計９名とする。

④各校卒業者の選考委員は事前に同窓会を通じ

て選出を依頼し，評議員会において承認を得

る。

平成２１年度準会員事業基金特別会計収支予算書（案）
（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）

収 入 の 部
科 目 予 算 額 前年度予算額 差 異

１．運用財産収入
基金利息収入
預託金運用収入

２．奨学金返済収入
３．預託金繰入収入
４．特定資産取崩収入
５．準会員預託金取崩収入

１１，０００，０００

１，０００，０００
１０，０００，０００
４，０００，０００

４，０００，０００

５０，０００，０００

０

１１，０００，０００

１，０００，０００
１０，０００，０００
４，０００，０００

６，０００，０００

０

０

０

０
０
０

△２，０００，０００

５０，０００，０００

０

当期収入合計 ６９，０００，０００ ２１，０００，０００ ４８，０００，０００

前期繰越収支差額 １３，２７１，５４０ １９，６９８，５６９ △６，４２７，０２９

収 入 合 計 ８２，２７１，５４０ ４０，６９８，５６９ ４１，５７２，９７１

（単位：円）

支 出 の 部
科 目 予 算 額 前年度予算額 差 異

１．事業費
クラブ活動補助費
全学行事補助費
卒入学記念品費
卒論発表会・就職セミナー等援助
工学情報分担金
イベント協賛援助費
２．管理費
雑 費
３．奨学金貸付支出
４．特定資産繰入支出
５．一般会計繰入支出
６．予備費

１５，９５０，０００

４，３５０，０００
４，５００，０００
２，８００，０００
３００，０００
２，０００，０００
２，０００，０００
１００，０００

１００，０００
５，５００，０００

１００，０００

５０，０００，０００

１，４００，０００

１５，８００，０００

４，３５０，０００
４，３５０，０００
２，８００，０００
３００，０００
２，０００，０００
２，０００，０００
１００，０００

１００，０００
５，５００，０００

１０，１００，０００

０

１，４００，０００

１５０，０００

０
１５０，０００

０
０
０
０
０

０
０

△１０，０００，０００

５０，０００，０００

０

当期支出合計 ７３，０５０，０００ ３２，９００，０００ ４０，１５０，０００

当期収支差額 △４，０５０，０００△１１，９００，０００ ７，８５０，０００

次期繰越収支差額 ９，２２１，５４０ ７，７９８，５６９ １，４２２，９７１

支 出 合 計 ８２，２７１，５４０ ４０，６９８，５６９ ４１，５７２，９７１
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特別会員から選出される理事（役職理事）

の推薦について

１．第６３４回定例理事会（平成２１年４月２１日開催）

において推薦された理事

【定款第１３条第１項第二号理事】

児山 秀晴（学生支援センター長）

会務報告（概要）

１．定例理事会

（議事録：「工学情報」に順次掲載済）

○第６２６回 平成２０年４月２２日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成１９年度事業報告の承認について

議題３．平成１９年度決算の承認並びに監査報告に

ついて

議題４．第１１８回評議員会・第６３回総会について

議題５．平成２０年度理事・監事候補者の推薦及び

就任日について

議題６．年史編纂小委員会 委員長の委嘱につい

て

報告１．高久廣毅常務理事の処遇について

○第６２７回 平成２０年５月２４日（土）

議題１．正・副理事長の選出について

議題２．各委員会委員長並びに委員の選任につい

て

○第６２８回 平成２０年６月１７日（火）

議題１．前々回・前回議事録の承認

議題２．平成２０年度事業計画の実行担当について

議題３．校友会イベント協賛申請について

議題４．年史編纂に関わる業務委託契約について

議題５．卒業生バックアップセンターの協賛金等

について

報告１．平成１９年度卒業生懇親会アンケート調査

報告

○第６２９回 平成２０年７月２２日（火）

議題１．前々回・前回議事録の承認

議題２．全国支部長会の開催について

議題３．参与の委嘱について

議題４．工学情報「校友会創立１００周年記念特集

号」（仮称）への名刺広告募集について

報告１．校友会イベント協賛申請について

報告２．平成２０年度学術振興基金予算と県支部総

会用記念品について

報告３．卒業生バックアップセンターの在学生と

教職員への開放について

○第６３０回 平成２０年１０月７日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．全国支部長会の対応（議事要旨）につい

て

議題３．参与会の開催について

○第６３１回 平成２０年１１月４日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成２０年度上半期収支決算および監査に

ついて

議題３．参与会の対応（議事要旨）について

議題４．「卒業生バックアップセンター」運用に

係るバナー広告の協賛について

議題５．奨学金の回収に係るサービサーの導入に

ついて

議題６．年末役員懇談会について

議題７．職域電機会長会の実施について

○第６３２回 平成２０年１２月２日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．校友会年間会議スケジュールについて

議題３．「卒業生バックアップセンター」運用に

係るバナー広告の協賛について（再）

議題４．事業計画立案依頼について

議題５．新菱冷熱工業電機会設立の承認について

○臨時理事会 平成２１年２月２０日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．校友会年間会議スケジュールの一部変更

について

議題３．式典・祝賀会次第（変更案）について

議題４．創立１００周年記念事業予算概要について

報告１．三役連絡会報告

報告２．新東京キャンパス（仮称）建設について

のお願い

○第６３３回 平成２１年３月３日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成２１年度事業計画（案）

議題３．平成２１年度予算（案）

議題４．第１１９回評議員会・第６４回総会次第（案）

議題５．工学情報校友会創立１００周年特集号の名

称について
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報告１．クレジット決済による校友会会費の納入

（プレゼンテーション）

報告２．校友会予算執行状況（１０年間）

２．評議員会・総会（議事録：「工学情報」に掲

載済）

第１１８回 評議員会 平成２０年５月２４日（土）

第６３回 総 会 平成２０年５月２４日（土）

３．各委員会（省略）

各校卒業者（住所判明者）並びに校友会員数
（平成２１年３月３１日現在）

電機学校 中学・高校 大学院・大学・短大 合計

住所判明者 ４，９０１ １１，２６８ ６２，６９８ ７８，８６７

会 員 数 ９５５ ２，４３８ ２６，６９４ ３０，０８７

（備考）会員数＝会員台帳による数。最終卒業をもって正会員登録。

地 方 別 内 訳

県 名 住所判明者数 会員数

北 海 道
青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神奈川県
新 潟 県
富 山 県
石 川 県

４７９
１９０
２４０
４２０
２１９
２４０
６１８
２，６２８
１，５４９
１，５６４
１６，４８９
９，４５５
２３，７２９
９，８４９
９１９
６９３
２８２

１７１
８８
８６
１７８
８１
１０８
２８７

１，１４７
６７１
６７８

６，７８６
３，８０８
８，８６８
３，１６９
３３３
２０５
９１

県 名 住所判明者数 会員数

福 井 県
山 梨 県
長 野 県
岐 阜 県
静 岡 県
愛 知 県
三 重 県
滋 賀 県
京 都 府
大 阪 府
兵 庫 県
奈 良 県
和歌山県
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 県

１０６
７５０

１，４６２
２５１

２，１１８
８２４
２５６
８５
１１８
２７４
３２２
６９
６５
５２
５５
１５６
３５３

４６
３０４
５０４
６９
７５１
２７２
９９
３１
４７
１０４
１０３
２０
１４
２１
２２
４３
１４５

県 名 住所判明者数 会員数

山 口 県
徳 島 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県
福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県
熊 本 県
大 分 県
宮 崎 県
鹿児島県
沖 縄 県
そ の 他

１５３
１２４
１５２
１４２
１２４
３４０
６９
１２２
１１２
１３４
１１４
１３７
１３７
１２８

５７
３９
６２
５７
５７
１４０
２２
４３
３９
６８
３７
４６
５３
１７

合 計 ７８，８６７ ３０，０８７

（平成２１年３月３１日現在）
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平成２０年度開催 総会・クラス会

開催日 名 称

２０．４．５
１２
〃
１６
１９
〃
〃
〃
２０
２６

５．１０
〃
１８

２３
２４
〃
２６
３０
３１
〃
〃

６．１
２
４
５
７
〃
〃
１４
〃
〃
１５
２０
２１
２１
２１
２８

７．５
７
１２
〃
１８
２６

８．２
２３

９．５
６
１２
２４

１０．３
４
５
１２
１６
〃
１７
〃
１８
〃

１９
２４

高校 S２９ 定時制電気科電気機器課程卒クラス会
電機学校同窓会総会
大学 S３９ 工学部第一部電子工学科卒クラス会
高校 S３５ 全日制電気科電気計測課程卒クラス会
商工懇話会春季総会
大学 S４３ 工学部第一部機械工学科卒クラス会
大学 S５２ 工学部第二部電気通信工学科卒クラス会
高校 S３２ 全日制電気科電気機器課程卒クラス会
富山県支部総会
大学同窓会総会
中学・高等学校同窓会総会
高校 S３４ 全日制電気科電力課程2組卒クラス会
高校 S２７ 定時制電気科電力課程Ｂ組、電気機器課程Ｃ組卒合同ク
ラス会
東光電気工事電機会総会
校友会第１１８回評議員会・第６３回総会
高校H３ 全日制電子科1組卒クラス会
大学 S３４ 工学部第一部電気工学科卒クラス会
高校 S２９ 全日制電気科電気計測課程卒クラス会
山形県支部総会
埼玉県支部総会
高校 S２６ 定時制電気科電力課程2組卒クラス会
高校 S２７ 全日制電気科電力課程3組卒クラス会
大学 S３１ 工学部第一部電気工学科卒クラス会
東管神奈川電機会総会
関電工電機会総会
神奈川県支部総会
三重県支部総会
短大卒業生の会（縦の会）総会
千葉県支部総会
工学部建築学科縦の会（ABUの会）
一工 S２３ 第一本科電気科卒クラス会
岐阜県支部総会
日本電波工業電機会総会
教職校友会総会
教職校友会東京支部総会
教職校友会埼玉支部総会
東管支部総会
大学 S４６ 工学部第一部精密機械工学科卒クラス会
東管支部東京南電機会総会
教職校友会神奈川支部総会
茨城県支部総会
大学 S５６ 理工学部建設工学科卒クラス会
工専 S２５ 電気科卒、大学 S２７工学部第一部電気工学科卒合同クラ
ス会
青森県支部総会
新潟電機会総会
高校 S２６ 全日制電気科電力課程1組卒クラス会
高校 S３５ 全日制電気科電気機器課程卒クラス会
大成建設電機会総会
大学 S３２ 工学部第一部電気工学科卒クラス会
商工懇話会秋季総会
大学 S４０ 工学部第一部電子工学科卒クラス会
宮城県支部総会
群馬県支部総会
高校 S２６ 全日制電気科電気機器課程卒クラス会
工専 S２４ 電気科卒クラス会
大学 S４２ 工学部第一部機械工学科卒クラス会
二工 S２４ 第一本科電気科卒クラス会
佐賀県支部総会
大学 S３５ 工学部第一部電気工学科、電気通信工学科卒合同クラス
会
高校 S４２ 全日制電気科２組卒クラス会
大学 S４３ 工学部第二部電気工学科卒クラス会

開催日 名 称

１０．２５
〃
〃
２６

２７
１１．１

〃
〃
２
８
〃
９
〃
１４
１５
〃
〃
〃
〃
１６
２０
２２
〃
〃
〃
２３
２６
〃
２８
２９
〃

〃

〃
１２．４

〃
６
８
１３
１４
１８
２０
２２
２７

２１．１．１７
２４
〃
〃

２．１
７
２０
２６
〃
２７

３．７
１３
１４
２３
２９
〃

沖縄県支部総会
大学 S４６ 工学部第一部電気工学科卒クラス会
大学 S４７ 工学部第一部電気工学科卒クラス会
大学 S３０ 工学部第一部電気工学科、電気通信工学科卒合同クラス
会
工専 S２６ 電気科卒クラス会
岩手県支部総会
大学 理工学部電子情報工学科卒縦の会（APPLES）
大学 理工学部建設工学科・建設環境工学科卒縦の会（鳩萃会）
福島県支部総会
新潟県央電機会総会
愛知県支部総会
福岡県支部総会
二工 S２４ 第一本科電気科3組卒クラス会
高校 S３１ 全日制電気科電気計測課程卒クラス会
香川県支部総会
長崎県支部総会
高校 S３６ 全日制普通科1組卒クラス会
短大 S３３ 電気科第二部卒クラス会
高校 S３８ 全日制電気科電気計測課程卒クラス会
高校 S４４ 全日制機械科卒クラス会
民間放送校友会総会
長野県支部・山梨県支部合同総会
鹿児島県支部総会
高校 S３７ 定時制電気科電力課程卒クラス会
高校 S３５ 全日制電気科電力課程2組卒クラス会
錦央電機会総会
東管支部東京北電機会総会
短大 S２８ 電気科第二部卒クラス会
川北電気工業電機会総会
大学 S４３ 工学部第一部応用理化学科卒クラス会
大学 S３３ 工学部第一部電気工学科、電気通信工学科、工学部第二
部電気工学科卒合同クラス会
大学 S３８ 工学部第一部電気工学科・電気通信工学科・電子工学科
卒合同クラス会
一工 S２０ 第二本科電気科卒クラス会
東管支部東京南電機会総会
電機学校 S２２ ３月昼間部電気科本科卒クラス会
山陰支部総会
高校 S４１ 定時制電気科電力課程１組卒クラス会
宮崎県支部総会
高校H１５ 全日制普通科８組卒クラス会
東洋熱工業電機会総会
大学 S４１ 工学部第一部電気通信工学科卒クラス会
大学 S４０ 工学部第一部電気通信工学科卒クラス会
東管支部千葉電機会総会
電磁電機会総会
愛媛県支部総会
高校 S３９ 全日制普通科２組卒クラス会
大学 S３８ 工学部第二部電気工学科、S３５ 短期大学電気科第二部卒
合同クラス会
高校 S４２ 全日制電子科２組卒クラス会
高校 S３４ 全日制電気科電力課程１組卒クラス会
大学 S４２ 工学部第一部応用理化学科卒クラス会
新菱冷熱工業電機会総会
大学 S３１ 工学部第二部電気工学科卒クラス会
大学 S５０ 工学部第一部建築学科卒クラス会
三菱電機会総会
東管支部東京西電機会総会
山陽支部総会
高校H２０ 全日制普通科１２組卒クラス会
大学 S３６ 工学部第二部電気工学科卒クラス会
中学H１２ 普通科 A組、B組、C組卒合同クラス会
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